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　 天然染料の媒染剤の違い による染め色の傾向の研究
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は じめに

　天然染料の 多 くは媒染剤を用 いて染色が行われ

る．媒染 とは繊維と染料との 間の親和力が弱い 、

あるい はない ときに媒染剤の使用に よっ て染料 を

繊維に染着 させ 固着させ るこ とで、媒染剤には通

常 さまざまな金属塩が用 い られる．天然染料に よ

る染色の 資料を見ると、その染め色は使用す る媒

染剤 ごとに傾向があるように 見受けられ るが 、 天

然染料による染め色は情緒的に とらえ られがちで、

数量的に調査されるこ とは少ない ようで ある．

　そこ で 、媒染剤に よ りさまざまな染め色に 染め

るこ とがで きる天 然染料 を用 い、実際に染色を行

い 、 その 染色布 をもとに媒染剤の違い による染め

色の 傾向に つ い て 研究を行っ た．

染色布の作成

　サン プル とな る染色布を作成するた め に 、 使用

する天 然染料 の選出基準は、媒染剤によ っ て発色の

異なる多色性染料であり入手 しやす く季節が染色す

る時期に あっ て い るこ ととし、これに加えなるべ く

堅牢度が蒿く、 幅広く色相か ら選出で きるよう考慮

した．

　次に、使用する媒染剤に つ い て は 、 媒染剤とし

て用い られる代表的な金属塩の明礬、錫、クq ム、

鉄、銅を用 い、被染物となる繊維には、天然染料の

多くは動物性繊維に よ く染まるため、動物性繊維の

代表で あるウー
ル と絹を選び染色 を行っ た．

　媒染剤に よ る染め色の 違 い と共 に ウー
ル と絹の

染着性と染め色の違いにつ い て も調査 した．

　試料 をまとめると以下の通 りである．

◇ 染料

　　 オチ ャ 、ク 1
丿、カ リヤス 、 ⊇ ウチ ャ、セ イヨ

　　ウアカネ、ヤシ ャ ブシ 、 ス オ ウ、ツ ツジ、カ

　　テ キュ
ー、フ シ、ゲレ ップ、コ チ ニ

ー
ル 、ヘ

　　 マ チ ン 、ヤ マ モ モ 、タ マ ネギ、カキ、ハ ス 、

　　リ ン ゴ、ウメ 、オ ニ グル ミ、 サル ス ベ 1人 マ

　　リ
ーゴー

ル ド、ヨ モ ギ、ツバ キ、タンポポ、

　　エ ンジ ュ 、クサ ギ、クワ、ゲッ ケ イジュ 、ク

　　ス ノキ 、 タン ガラ

◇媒染剤

　　明礬、 錫、クロ 厶 、 鉄、 銅

◇被染物

　 ウール 、絹

　なお、明礬、錫、クロ ム は先媒染法で鉄 と銅は

後媒染法で染色を行 っ た．また、臭木と桑はア ル カ

リ抽出をし銅媒染で 染色を行うと、緑系の発色が得

られたり、よりよい 発色が得 られるため、ア ル カ リ

抽出による銅媒染の染色も行 っ た．

　 1997 年の 6〜7 月にか け染色を行い 、314救の染

色布を作成した．

染色布の染め色の調査

　染色布は、日本電色工 業 「SE − 2000 」 の

測色機に て 、C 光源 2
°

視野の もとで測色を行 っ た．

（1 ）分光反射率の傾向 ：各染料ごとに被染物別に、

5 種類の媒染剤による染め色の分光反射率曲線を図

化 し、 媒染剤別、 被染物別に分光反射率の特徴を調

査 し染め色の傾向を考察した．

（2 ）マ ン セ ル表色系による調査 ： 媒染別、被染物

別にマ ンセル衷色 系の色相傾向、および明度、彩度

の傾向に つ いて調査を行 っ た．色相の傾向は染料ご

とに、色相環に Hue値をプロ ッ トしその分布範囲か

ら、黄色系染料、黄赤系染料、紫〜赤系染料に分類

し、染料分類別に媒染剤による色相傾向に つ い て調

査 した．明度、彩度の 傾向は媒染剤別、被染物別に

明度／ 彩度図に Value 値、　 Chr   a 値をプロ ッ ト し

その傾向を考察した．

（3 ） ClE 表色 系お よび L ＊ a ＊ b ＊色差 ： 染め

色を染料 ごとに CIE 色度図に プロ ッ トしその 傾向

を調査 した ．次 に、反射率 Y に つ い て Y 値の高い順
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に集計を行い 、 そこ か ら傾向につ いて 調査 した，ま

た、被染物別に明礬媒染に よる色を基準色 と し、 染

料 ごとに色差を求め明礬媒染による染め色 と他の媒

染による L ＊ a ＊ b ＊色差に つ い て 調べ た．

（4 ）臭木 と桑のアル カリ抽出による銅媒染法 の染

め色 ：臭木の ア ル カ リ抽出での銅媒染 と通常の抽出

で の銅媒染による染め色を比較した．分光反射率、

マ ンセ ル表色系、CIE 色度図、 L ＊ a ＊ b ＊色差

に て 発色の違いを調査した．

まとめ

　天然染料は媒染剤によ っ て、その染め色が変化す

るが、その色は媒染剤に よ っ て い くつ か傾向がある．

当研究で得られた染め色の傾向はに次の とおりで あ

る．

◇ 色相は黄色系染料 と黄赤系染料は媒染剤 による

変化はあま りなく、 紫〜赤系染料は広い範囲で色相

環に分布して いる．媒染剤の違い によるによる色相

の傾向もみ られる，

◇ 明度は錫媒染によるものが最も高く、それに明

礬媒染、 ク ロ ム媒染、銅媒染、鉄媒染と続 き、彩度

は明礬媒染によるものがやや高 く、鉄媒染によるも

の は低彩度で分光反射率も無彩色に 近い 曲線を描く

銅媒染に よるものは、被染物がウー
ルで はやや彩度

が低いが 、 絹で は明礬、錫、クロ ムに近い色に染ま

る．

◇ 明礬媒染、 錫媒染、ク ロ ム 媒染に よるもの は色

差があま り大きくない．

◇ ウー
ル と絹では 、 ウー

ルの方が濃色に 染ま り、

やや色相は赤みに よる．

◇ 臭木と桑をア ル カリ抽出 し銅媒染で 染色すると、

臭木はよ り緑みに発色 し染着量が増 し、 桑は色相は

ほぼ変わ らない が染若量が増す，

　 天然染料 は成分が複雑であるため、すべ て の 染

料に こ の傾向が当て はまるとはいえないが、少なか

らず媒染剤の違い による染め色の傾向が あると いえ

る．
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図 媒染剤別 マ ンセル 明度／彩度分布
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